
め
ざ
す
姿

■
最

終
目

標
■

最
終

目
標

■
最

終
目

標
■

最
終

目
標

が
ん
患
者
が
が
ん
登
録
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
質
の
高
い
が
ん
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
。

■
中

間
目

標
■

中
間

目
標

■
中

間
目

標
■

中
間

目
標

医
療
従
事
者
等
が
精
度
が
向
上
し
た
が
ん
登
録
デ
ー
タ
を
有
効
活
用
で
き
る
体
制
整
備
が
進
ん

で
い
る
。

個
別
施
策

・
が
ん
登
録
の
精
度
向
上

・
が
ん
登
録
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
が
ん
対
策
の
検
討
・
実
施

・
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
情
報
提
供
等

令
和
元
年
度

取
組

令
和
元
年
６
月
２
０
日

１
．
な
ら
の
が
ん
医
療
見
え
る
化
推
進
事
業

２
．
が
ん
登
録
推
進
事
業

①
が
ん
登
録
担
当
者
研
修
会
の
開
催

（
1
0
/
2
7
実
施
）

②
「
奈
良
県
の
が
ん
登
録
2
0
1
6
年
」
報
告
書
作
成
、
公
表

３
．
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
の
取
組

令
和
2
年
度

計
画
（
案
）

１
．
な
ら
の
が
ん
医
療
見
え
る
化
推
進
事
業

２
．
が
ん
登
録
推
進
事
業

①
が
ん
登
録
担
当
者
研
修
会
の
開
催

②
「
奈
良
県
の
が
ん
登
録
2
0
1
7
年
」
報
告
書
作
成
、
公
表

３
．
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
の
取
組

●●● ●
が

ん
登

録
（

が
ん

登
録

部
会

）
が

ん
登

録
（

が
ん

登
録

部
会

）
が

ん
登

録
（

が
ん

登
録

部
会

）
が

ん
登

録
（

が
ん

登
録

部
会

）
第

３
期

奈
良

県
が

ん
対

策
推

進
計

画
目

標
の

進
捗

状
況

に
つ
い
て

基
準

値
と
比

較
し
て
改

善
し
て
い
な
い

基
準

値
と
比

較
し
て
改

善
し
て
い
る

４
．
が
ん
登
録目標

最終目標医療の質が向上している5年相対生存率
- 60.3％（H23） 調査中（H24) 増加(12年後評価) がん登録（奈良県）

がん登録データの精度が向上し、
データを有効活用している DCN:死亡情報で初めて把握された症例

　　　（H28～名称変更：DCI）
DCO:死亡情報のみの症例
MI比:死亡/罹患比

9.6％6.3％0.41（H25) 6.0％3.9％0.37(H27) 4.8％3.2％0.37(H28) 減少がん登録（奈良県）
地域でがん登録データが活用しやす
い体制ができている

データ活用の件数
- 1件(H30) 1件（R1) 増加奈良県調べ

県民が、全国がん登録について正しい
理解が進んでいる

がん登録の認知度
14.4％（H29） －－増加

がん登録に基づいた適切な情報を得
ることができている

がんの病態や統計データ等の情報が不十分である 31.7％（H29） －－減少
全国がん登録オンラインシステムでの申請可能な医療機関
数

44医療機関（H29.10 ） 58医療機関（H30.12) 60医療機関(R2.２） 増加
研修参加医療機関数

35医療機関44人（H29度） 22医療機関29人（H30) 28医療機関42名(R1) 増加
各種分析及び評価の結果の公表

－ 見える化事業報告書を公表(H30) 報告書公表予定(R1) 3年以内に段階的に公表 －
検討結果を公表

－ 見える化事業報告書を公表(H30) 報告書公表予定(R1) 2年以内に公表 －
審議会の開催回数

－ 1回(H30) 2回(R1) 実施奈良県調べ
検討結果の公表

－ 協議会で公表（H30） がんネットなら改修予定 2年以内に公表 －
「がんネットなら」ページビュー数

69,241件(H28) 60,721件（H29） 調査中増加
チラシ配布数

－－ がんネットならチラシ作成 増加

分野
R元年度

指標
現状値（基準値） H30年度

目標値

がん登録データ等を活用したがん対
策の検討・実施

奈良県調べ
データを活用した情報提供等

施策目標 ４ がん登録４ がん登録４ がん登録 ４ がん登録中間目標
出典

奈良県調べ
がん登録の精度向上

ならのがんに関する患者意識調査

分野別目標

資
料
５

１



日
時
・
場

所
内

容
・

講
師

参
加
者

平
成
元
年
1
0
月
2
7
日
（
日
）

1
3
：
3
0
～
1
7
：
0
0

奈
良
県
立
医
科
大
学

基
礎
医
学
棟
第
２
講
義
室

報
告
「
全
国
が
ん
登
録
の
デ
ー
タ
入
力
に
つ
い
て
」

奈
良
県
福
祉
医
療
部
医
療
政
策
局
疾
病
対
策
課

浦
野

知
子

報
告
「
が
ん
登
録
情
報
の
提
供
の
流
れ
に
つ
い
て
」

奈
良
県
福
祉
医
療
部
医
療
政
策
局
疾
病
対
策
課

石
田

岳
之

第
1
部
講
演
「
全
国
が
ん
登
録
情
報
の
効
果
的
な
活
用
に
つ
い
て
」

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

が
ん
登
録
セ
ン
タ
ー
全
国
が
ん
登
録
室
室
長

松
田

智
大
氏

第
2
部
講
演
「
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

奈
良
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

乳
腺
セ
ン
タ
ー

准
教
授

平
尾
具
子

氏

4
2
名

（29機関）

●
目

的平
成
3
1
年
1
月
か
ら
「
が
ん
登
録
情
報
の
提
供
」
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
制
度
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
積

極
的
な
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
全
国
が
ん
登
録
担
当
者
を
対
象
に
、
全
国
が
ん
登
録
の
現
状
、
制
度

の
概
要
、
が
ん
登
録
情
報
の
利
活
用
な
ど
の
実
務
的
な
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
全
国
が
ん
登
録
の
精
度
向
上
、

デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
が
ん
研
究
及
び
が
ん
対
策
の
さ
ら
な
る
進
展
を
目
指
す
。

●
対
象
者県
内
病
院
及
び
全
国
が
ん
登
録
指
定
診
療
所
の
担
当
者

等

●
内

容

■■■ ■
が

ん
登

録
担

当
者

研
修

会
が

ん
登

録
担

当
者

研
修

会
が

ん
登

録
担

当
者

研
修

会
が

ん
登

録
担

当
者

研
修

会

●
概

要

・
平
成
2
8
年
1
月
か
ら
全
国
が
ん
登
録
の
デ
ー
タ
収
集
が
始
ま
っ
た
が
、
患
者
の
個
人
情
報
を
扱
う
た
め
、
改
め
て
、
安
全

管
理
措
置
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
と
、
届
出
デ
ー
タ
の
精
度
向
上
に
向
け
て
、
よ
く
あ
る
間
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
、
注

意
喚
起
を
行
っ
た
。

・
平
成
3
1
年
1
月
か
ら
全
国
が
ん
登
録
（
2
0
1
6
年
症
例
）
の
デ
ー
タ
提
供
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
奈
良
県
に
お
け

る
デ
ー
タ
利
用
の
流
れ
や
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
説
明
。

・
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松
田
先
生
か
ら
は
、
が
ん
登
録
情
報
の
が
ん
対
策
で
の
活
用
方
法
や
病
院
で
の
利
用
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
、
今
後
の
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
向
け
て
の
周
知
・
啓
発
の
機
会
と
な
っ
た
。

・
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、
8
0
％
以
上
が
「
参
考
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
た
。

・
自
由
記
載
欄
で
は
、
「
情
報
の
活
用
方
法
が
知
れ
て
良
か
っ
た
」
「
が
ん
登
録
と
他
の
情
報
と
の
共
有
・
分
析
は
勉
強
に

な
っ
た
」
な
ど
、
が
ん
登
録
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
向
け
て
の
周
知
が
で
き
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
「
症
例
な
ど
を
用
い
て

入
力
項
目
の
選
択
方
法
も
教
え
て
欲
し
い
」
な
ど
、
具
体
的
な
入
力
方
法
に
つ
い
て
の
要
望
も
あ
り
、
次
年
度
の
研
修
会

の
企
画
の
参
考
と
な
っ
た
。

●
研
修
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
と
め

２


